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５月19日	 マリンスポーツフェスタに参加
７月20日	愛のパトロール
７月22日	親子ふれあいバスツアー
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
８月11･12日　愛のパトロール
９月２日	三世代ふれあいペタボード大会
10月７日	秋のおたのしみ会
11月３日	 公民館まつり・子どもコーナー
12月21･31日　愛のパトロール
１月20日	ふれあい親子うどんづくり

日進　ふれあいデイキャンプ

５月26日	 日進小学校・地区合同運動会
６月３日	春の花植え
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
８月13･14日　愛のパトロール
８月25日　ふれあいデイキャンプ
８月31日～９月２日
	 	 早朝ラジオ体操
11月18日	 秋の花植え
12月２日	公民館まつり
12月15日	 きらきらウォーク愛のパトロール
12月31日	 年末年始愛のパトロール

西端　蓮如ウォーク

５月20日	クリーン大作戦
７月22日	夏休み親子クッキング
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
10月21日	 公民館まつり
11月４日	親子バスハイキング
11月18日	 ふれあいスポーツ大会
12月15日	 きらきらウォークパトロール
１月12日	防火夜回り

鷲塚　昔のあそびあれこれ

棚尾　ふれあい運動会

５月20日	春のうきうき社会見学
７月１日	昔のあそびあれこれ
７月25日～８月31日
	 	 夏休み愛のパトロール
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
９月２日	ペタボード大会
11月４日
　　ふれあいレクリエーション大会
11月11日	 花いっぱい運動
12月15日
　　きらきらウォーク愛のパトロール
12月31日	 年末年始愛のパトロール

４月22日	蓮如ウォーク
５月19日	 マリンスポーツフェスタに協力
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
８月13･14日　愛のパトロール
９月９日	区民ふれあいコンサート
９月下旬	親子地引網＆バーベキュー
11月18日	 公民館まつり
12月15日	 きらきらウォーク愛のパトロール
12月31日	 年末年始愛のパトロール
１月上旬	親子凧作り教室協力
２月10日	区民ふれあい長縄とび大会

６月30日	棚尾ふれあい運動会
７月15日	子ども会夏まつり
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
８月14･15日　愛のパトロール
８月19日
　　なつのおもしろフェスティバル
11月19日
　　早朝ウォーキングとクリンピー
12月２日	もちつき大会
12月８日	協力一致長縄とび大会
12月16日	 子ども会クリスマス会
１月19･20日　公民館まつり

毎月第３日曜日は「家庭の日」

碧南市は各地区の青少年育成地区推進委員会を中心に、親子のふれあい行事、体験活動を計画しています。

＜各地区ではこんな行事を計画・実施しています。みなさんも参加しませんか？そして、親子の絆を深めませんか？＞

中央　ふれあい子どもクッキング

中央地区

大浜地区

西端地区
棚尾地区

日進地区

新川地区

鷲塚地区

ふ　れ　あ　い

碧南市青少年育成市民会議だより

編　集　発　行
碧南市青少年育成市民会議
碧 南 市 源 氏 神 明 町 4
TEL〈0566〉42-3511

平成30年10月1日− 1− 第70号

　平成30年度の碧南市青少年育成モデル地区は大浜地区です。

　大浜地区には、大浜小学校と一部棚尾小学校に通学する児童が住んでいます。中学校は南中学校に通っ

ています。南北に長く広い地形で、自転車通学の児童、生徒がたくさんいます。登下校時には地域の方々

に温かく見守られています。

　地域のふれあいの輪を広げ、笑顔のあふれる青少年の健やかな成長を願って、大浜地区役員、学校関係

者、各団体の代表者等の総勢28名で組織する青少年育成大浜地区推進委員会を中心にさまざまな行事を行

っています。

≪わくわくクッキング≫
６／３㈰

　ピザは生地から作りまし
た。コーンスープもフルーツ
ゼリーもおいしかったです。
　おやじの会さんがポップコ
ーンを作ってくれました。お
かわりした子もいました。

≪青少年ふれあいコンサート≫ ８／18㈯
　大小の金管バンドクラブと南中の吹奏楽部の演奏に感動しまし
た。ありがとう！

≪ふれあいバスの旅≫ 7／22㈰
　名古屋市科学館へ行きました。プラネタリウムも見
学しました。夏休みは夜空をたくさん見上げました。

≪わくわくオリンピック≫９／９㈰
　南中ボランティアと一緒に楽しく汗を流しまし
た。未来のオリンピック種目は？

≪防犯パトロール中≫
臨海公園周辺

　私たちを見かけたら、声を
かけてください。

碧南市青少年育成モデル地区　　青少年育成大浜地区推進委員会

ふれあいと笑顔を育む青少年活動

６月３日	わくわくクッキング
７月22日	 わくわく親子ふれあいバスの旅
７月27日	元気ッス前夜祭に参加
８月13･14日　愛のパトロール
８月18日	 青少年ふれあいコンサート
９月９日	わくわくオリンピック
10月21日
　　てらまちウォーキングパトロール
11月10日	 青少年ふれあい浜っ子庵
11月18日	 クリンピー参加
12月９日	わくわくクリスマス会
12月15日	 きらきらウォーク愛のパトロール

◎今後の予定
　10月 ６日（土）地引網体験（おやじの会、子ども会）
　11月10日（土）青少年ふれあい浜っ子庵うどん作り
　12月 ９日（日）わくわくクリスマス会（子ども会合同）
　 １月27日（日）わくわくもちつき会
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　青少年育成市民会議では、市民総ぐるみで青少年の健全育成が図れるように啓発活動をし、親と子のふれあいや
地域のおとなと子どものふれあいに焦点をあて、活動を進めています。

青少年によい本をすすめる運動
～育てよう　豊かな心　読書から～

強調月間　10月1日〜10月31日
読書好きな子は、読書好きの家庭から

青少年とともにすすむ夏の運動
　　　　　　　　　　強調月間　7月1日〜8月31日

　県の推進する「青少年の非行・被害防止に取り組
む県民運動」と連携し、学校や保護司、民生委員の
方々とともに「非行の芽　早めにつもう　みな我が
子」をスローガンに「夏の運動」を展開しました。
　
　●元気ッス！へきなん前夜祭での啓発活動を実施
　●夏休み期間中における児童・生徒への生活指導
　●青少年の非行防止と事故防止のためのパトロール
　●夏の地区盆踊りでのパトロール
　●スポーツ大会や野外活動

親子キャッチ５７５
　　　　　　　　　募集期間　８月１日～９月１日
　　　　　　　　　表 彰 式　11月11日

「家族の絆」「地域の絆」「命の大切さ」「人への
思いやり」をテーマに親子で川柳にして、気持ちを
伝え合う事業を行っています。
　毎年4,500点ほどの作品が集まります。ウィット
のきいた親子のやりとりが34文字の中に表現されて
います。

青少年とともにすすむ夏の運動　啓発うちわ

＜その他の主な活動＞
●機関誌「ふれあい」の発行（10月、３月）
●元気ッス！へきなん、きらきらウォークでの啓発活動（７月、12月）
●青少年とともにすすむ冬の運動(12月１日～１月10日)
●「家庭の日」運動の実施　強調月間（２月１日～２月28日）
●毎月第３日曜日の「家庭の日」啓発推進
●「家庭の日」啓発文　広報へきなん毎月１日号への掲載

　例年、青少年育成推進員連絡会が主催して中学
生ボランティアとともに『元気ッス！へきなん』
で「青少年チャレンジショップ」を行います。
　今年は台風接近のため、『元気ッス！へきな
ん』が中止となりました。そこで、急遽前日の前
夜祭でチャレンジショップを開きました。予定し
ていた「かき氷」「生ビール」の販売をあきら
め、新たなチャレンジの場となりました。
　連絡会の活動のＰＲをしながら「スーパーボー
ルすくい」「さいころゲーム」のブースを開設し
ました。当日は大盛況で、たくさんの子どもたち
に楽しんでもらいました。親子で楽しそうにゲー

元気ッス！へきなん　青少年チャレンジショップ　７/27㈮

　「おばさん、何してるの？」学校帰りの子どもたちが

声をかけてきました。買い物先の店、横の細い路地に

三十三観音様が並んでいます。

　「みんなが交通事故にあわないようにお願いしてるん

だよ。」と言うと、「ふーん。」とうなづき小さな手を合

わせていました。「じゃね。」と走って帰っていく姿は

とてもかわいいです。

　そんな子どもたちの後ろ姿を見て、「子どもの貧困」

相対的貧困児童300万人という数字が頭に浮かびまし

た。虐待件数もかなりの数です。無抵抗な子どもたちが、

ＳＯＳを出すすべも知らず傷ついていくのは何とも言

いがたい悲しいことです。

　まちづくり、地域づくりといわれます。

　地域で、子どもの居場所づくり、誰でも寄れる場所

づくり、子どもを孤立させない地域づくりを考えなく

てはと思います。

　「ひとりぼっち」をつくらないために動く

大人の姿を子どもたちに見せるのも、地

域を元気にしていく方法だと思います。

なかなか難しい課題ですが、子どもたち

はそんな大人を期待していると思います。

　最近、スマホに夢中になっている親の姿を見かけま

す。そんな時に子どもが声をかけても、素知らぬ顔を

している光景をよく目にします。

　親：「○○ちゃん、早く支度しなさい。」

　子ども：「・・・・・・・」

　親：「返事は！」

　子�ども：（私が何か聞いても返事をしてくれないの

に。何で私だけが返事をするの。お母さんだって

しないじゃん。）

というストーリーを頭に描いてしまいます。

　小学生も高学年になれば口答えしますよね。成長の

証だと思います。

　ふと気づくと、我が家の２歳８か月の孫の口調がお

母さんそのものです。思わず笑ってしまうと同時にド

キッとさせられます。子どもは、親の良いことも悪い

こともよく観察しています。子どもにとって

は、一番身近なお手本ですから。

　大人だからこそ、子どもの姿を見て

謙虚になれると良いなと思います。私

は日々の生活の中で気づいたことを改

めていこうと思います。自然体で。

　少年による犯罪や非行、また、不登校や学級崩壊な

ど青少年をめぐる問題の背景には様々な要因が絡み合

っていると考えられます。その要因の一つとして、親

や大人、社会のあり方が指摘されています。

　私には小学校４年生と２年生の子どもがいます。子

どもたちが家内に叱られた時の咄嗟の言い訳に、ドキ

ッとすることがあります。日頃発する私の言葉にそっ

37

子どものための地域づくり
　　　　　碧南市体育協会

古久根　久美子

子どもの見本となれる大人に
　　　　　　　　　碧南青年会議所

杉　浦　友　則

子どもは親の姿をよく見ています
　　　　碧南市民生委員児童委員協議会

河　原　厚　司

　良い本との出会いは、心を動かし、受身ではなく自らのこ
ととしてさまざまな内容に向き合うことで、心の幅が広がり
思考力が育ちます。
　絵本、読み聞かせ等、子どもの実態に合わせ、本との出会
いの機会、読書環境を大切にしましょう。
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くりなのです。普段の何気ない言動が知らないうちに

子どもたちに影響しているのです。

　「子どもは親の背を見て育つ。」という言葉がありま

すが、そのことを改めて実感させられる瞬間でした。

　このことは、社会においても同じだと思います。大

人がルールを守り、日頃からきちんとした行動をとっ

ていれば、その姿を見て育った子どもたちも、ルール

を守る大人になるはずです。

　私たち大人がお互いに声を掛け合い、率先して見本

となる行動をとることが子どもたちを変える一歩とな

るのではないでしょうか。

ムに参加する姿はとても微笑ましい様子でした。
　また、青少年育成市民会議の啓発部会の方々
が、啓発物品であるうちわを配りながら、青少年
とともにすすむ夏の運動を展開しました。
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